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[環境の総合情報商社］

“地球にやさしく'，どこかで見たような聞いたような言葉。

あなたはリサイクルに関心を持っていますか？

“地球環境をこれ以上汚したくない”これが私たちの願いで

あるとともに、人類に課せられた大きな課題です。

当社は携帯電話やパソコンなど、鉄を除いた金属（レアメタ

ル）の回収、再生（リサイクル）を主な業務にしている会社

です。

日本のバスケットボールの振興、発展を応援します。
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２００６ＦＩＢＡ世界選手権大会閉幕

一優勝はスペ イン －

８月１９日から札幌市、仙台市、浜松市、広島市で始まった２００６ＦＩＢＡ世界選手権

大会は、９月３日さいたまアリーナで行われたギリシヤ対スペインの決勝戦で幕を閉じた。

記念すべきこの大会、開幕までは

いろいろと取り沙汰されたが、いざ

開幕してみるとその盛況振りが際立

った。日本協会によれば観客数は予

選ラウンド各開催地合計で約１０万

人、決勝ラウンドのさいたまアリー

ナへは実に１２万人を超える観客が

集まったという。

日本ではマイナーの部類に入るバ

スケットボールだが、世界の人気は

メジャーの名の通りものすごい人気

だ。それでも観客の大部分は日本人

であったし、各国のサポーターによ

る 応援もすさまじかった。さいたまアリーナへ続々と集まる観客

残念ながら日本代表は、予選ラウンド敗退という結果に終わってしまったが、世界のバス

ケットを目のあたりにして、日本におけるバスケットボールがもっと発展すれば、メジャー

スポーツになり得るというヒントを与えられたような気がする。

世界中のバスケットファンから注目される中、この大会が大きな混乱もなく無事閉幕した
ことを共に喜びたい。

く決勝戦ギリシャ対スペイン＞

決勝戦は準決勝で強豪アメリカを破ったギリシャと、前回オリンピック優勝国アルゼンチ
ンを撃破したスペインの対戦となり、接戦が予想されたが結果はスペインの圧勝となった。

〆 へ

１８－１２

２５－１１

ス ペイン７０４ ７ギリシヤ

１１－１１

Ｌ１６－１３ ゾ

この試合スペインは大黒柱のセンター、パウ・ガソノレ（214ｃｍ）が準決勝のアルゼンチン

戦で左足を骨折して欠場となり、ゲーム前はギリシヤ有利かと思われたが、パウ・ガソルの

欠場が逆に強固なチームワークを生み出し、ナパーロ、ヒメネス、ガルバホサ、パウの弟マ

ルク・ガソルらが大奮闘し、一度のリードも許さずにI快勝した。大会のＭＶＰにはパウ・ガ

ソルが選出された。

スペインはパウ・ガソルの代わりにスタートではレジェス、途中からはパウの弟マルク・

ガソルなどをインサイドに起用したが、いずれも執念のディフェンスでギリシャのセンター

スコーツァニーティスをたったの２得点に抑え込んだ。

オフェンスではポイントガード・カルデロンとガード・ナパーロの級密で的確なリードが
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さえて、ギリシヤにつけいる隙を与えなかった。ギリシヤが対等に戦えたのは第１ピリオド

の中間だけ。

それにしてもスペインガード陣のオフェンスは素晴らしかった。組織プレーを組み立てて

インサイドに空きを作りイージーシュートを打たせる。相手がインサイドを押さえにかかる

と相当遠い距離からでも３Ｐを決める。主力選手の３Ｐ平均成功率は低くて４０％、高い方

では５０％を超える。

今回の世界選手権で、選手個々の能力や技術はアメリカチームが優っていたと思うが、バ

スケットボールは優秀な選手を集めてもチームプレーには抗しきれないことが証明された形。

アップテンポな試合運び、綴密なプレー、正確なシュートなどヨーロッパスタイルのバスケ

ットが花開き、レベルも一段と高まった印象が強い。

＜日本代表の戦い＞

最低でも決勝ラウンドへ進むことが期待された日本だったが、予選ラウンドで勝ったのは

パナマ戦だけで、Ｂグループ６チーム中５位に終わり、各グループ４チームだった決勝ラウ

ンド進出の枠には入れなかった。特にパナマに勝利した後のニュージーランド戦は、前半を

終わった時点で１８点のリードがあったにも拘わらず、後半の最後に逆転されて惜敗、残念

の一言と同時に悔しさがこみ上げる。以下日本代表のゲームを振り返ってみた。

日本対ドイツ

ドイツはヨーロッパ選手権２位で、ＮＢＡトッププレーヤーのダーク・ノビッキーがいる

強力な相手だったが、点数でみれば７０対８１の１１点差であり、よく健闘したと言ってよ
い。

第１ピリオド開始早々 はほぼ互角に戦ったが、やはりノビッキーが活躍し始めるとあっと

いう間に点差が開き２０対３４で終わる。ノビッキーはこのピリオド１３得点を上げる。
第２ピリオド日本のディフェンスが功を奏しドイツのシュートミスを誘う。日本は速攻や

五十嵐の３Ｐシュートなどで１０点差まで詰め寄ったが、終了間際相手に３Ｐを決められて
結局３７対５０の１３点差となってしまった。

後半に入るとドイツのオフェンスがよく機能して、５分で１９点差をつけられてしまう。
しかしタイムアウト後の日本は、ここから驚異的な粘りを発揮、棲井の速攻、竹内(公)のジ

ャンプシュート、折茂の３Ｐなどで追い上げ、残り２分すぎには竹内(公)のダンクまで飛び
出して、５６対６４と８点差まで追い上げた。

第４ピリオド日本は折茂のジャンプシュートなどで抗するが、ドイツは休んでいたノビッ
キーを再び投入、高さを生かしたゴール下のプレーには日本もお手上げ状態。日本はディフ
ェンスで頑張るが点差を詰めることができず、最後は１１点差で敗れた。

敗れはしたものの強豪ドイツに真っ向から挑み、そこそこ対抗できたことは次のゲームに
つながる好結果だった。

日本対アンゴラ

予選ラウンド通過のためには負けられない一戦、日本は第１ピリオドの途中で最大１１点

のリードを奪ったが、第２ピリオドになるとアンゴラの厳しいディフェンスに後退し、結局
６２対８７の大差で敗れてしまった。

第１ピリオド日本は折茂の３Ｐで先行し、厳しいディフェンスでアンゴラを抑えオフェン
スでも柏木の果敢なドライブインなどで加点し、２１対１６と５点リードで終わる。
第２ピリオド、アンゴラはディフェンスの当たりを強め、オフェンスでは日本のお株を奪
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うように早いパス回しから３Ｐを成功させる｡このピリオドでアンゴラは７本の３Ｐを沈め、

巧みなスクリーンプレーからも得点を重ねる。日本は竹内(公)がダンクで頑張ったものの逆

転を許し、前半終了時には３２対４４と１２点の差をつけられた。

第３ピリオド、日本は五十嵐、柏木の２ガードで機動力を生かそうとするがアンゴラのデ

ィフェンスに押されて攻めあぐむ。体力と上背に勝るアンゴラはオフェンスリバウンドから

の得点も重ね、点差は開くばかりとなった。終盤には連続して３Ｐを決められて４３対６６

の２３点差でこのピリオドを終わる。

なんとか立て直したい日本だったが、第４ピリオドに入ると体力的に消耗し得意の３Ｐシ

ュートも単発的に入るだけとなった。アンゴラはあいも変わらず早いパスから３Ｐを打って

は成功させたり、速攻を決めたりとすごい勢い。終わってみれば６２対８７の２５点差で日

本が敗れたが、アンゴラはアフリカ大陸で優勝した国だけあって、プレーは少々粗いが体力

的には計り知れない力を持っている。ちなみにこのゲームのリバウンドは、アンゴラが５０

本と日本の２８本を大きく上回り、３Ｐも２４本中１２本を決める高確率だった。これで日

本は予選ラウンド通過にあとがなくなった。

日本対パナマ

この試合に負けるとほぼ予選ラウンド敗退が決まってしまう日本は、序盤こそ相手にリー

ドを許したが、ディフェンスを厳しく、ねばり強く戦って逆転、３Ｐや速攻など本来のプレ

ーを随所に発揮し、パナマを振り切った。決勝ラウンドに向かって片目が開いた感じで、こ

れからが期待される。

第１ピリオド、日本はノーマークの３Ｐを連続してはす蓋すなどして、固さが目立つスター
トとなった。これに対してパナマはインサイドプレーで着々と得点し、２２対１４と８点差

をつけられる。

第２ピリオド、日本は樫井の起用が当たりスティールからのジャンプシュートや、ドライ
ブインなど果敢な攻撃が功を奏し、開始２分強で２０対２４の４点差に詰めた。このせいも

あってか試合の流れが一挙に日本へ傾いた感じで、全員が集中したプレーでパナマを圧倒、

終了間際に竹内(譲)の３Ｐもあって３６対３３と逆転して前半を終わる。

第３ピリオドに入っても集中力の切れない日本は厳しいディフェンスでパナマを浮き足立
たせる。日本のシューター折茂の連続３Ｐで引き離すと五十嵐、竹内(譲)の連続３Ｐでとど
めを刺す形となり、５７対４３とリードを１４点に広げ、盛り上がった状態で第４ピリオド

へｏ

第４ピリオドに入っても日本の足は止まらなかった。五十嵐や柏木がスティーノレからの速
攻でさらに引き離すｂパナマは集中力も切れた様子でシュートも単発で決まるだけとなり、
残り６分には竹内G譲)のダンクで６８対５２の１６点差。この後一進一退となるが出場した
選手全員が得点を重ね、終了時には７８対６１の大差で快勝した。

日本対ニュージーランド

お互いに１勝３敗同志の対戦となり、よほどのことが無い限り、この試合に勝ったチーム

に最後に残った決勝ラウンド進出のポジションが転がり込む形となった。日本は序盤から積
極的に攻めるとともにディフェンスの当たりも強めて、前半終了時には３８対２０と１８点

のリードを奪い、このペースが続けば勝利間違いなしの感だったが、はたして。

第１ピリオド、ニュージーランドがゾーンプレスやマンツーマンで多彩なディフェンスを
見せる。日本は落ち着いてこのディフェンスを攻め、五十嵐の３Ｐ、折茂のジャンプシュー
トで加点、ディフェンスでは古田がポストで身体を張って相手のインサイド陣を抑えるとい
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った好展開。

終了間際には樫井が正面から相手ディフェンスを突破して、シュートを成功させると同時
にブザーとなり２６対１３とリードした。

第２ピリオドに入っても日本はテンポのいいオフェンスで、網野や川村の３Ｐ、竹内(譲）
のゴール下シュートで相手を突き放す｡ディフェンスでもニュージーランドをわずか７点に

抑える健闘で、前半は３８対２０という得点差で折り返すｂ

第３ピリオドに入ると情勢は一変した。ニュージーランドはインサイドを狙ってがむしゃ
らなオフェンスを仕掛ける。日本は最初に川村の３Ｐが決まっただけで、その後は６分間ノ
ーゴールｂリバウンドも相手に奪われ始め、残り４分には４１対３６の５点差に詰め寄られ
る。その後折茂の３Ｐなどで息を吹き返し、終了近くのフリースローも決まって４８対３６
の１２点差で最終ピリオドへ。

第４ピリオド、ニュージーランドは激しいディフェンスからボールを奪うと、キヤメロン
らの連続４本の３Ｐで残り５分には５２対４８と肉薄する。

日本は何とか逃げ切ろうとするが、これがかえってプレーの消極性を呼びオフェンスの流
れが完全にニュージーランドへ傾いた。こうなると追いかける方が勢いづくもので、残り１
分２４秒で再びキヤメロンの３Ｐが決まって、ついに５７対５７の同点に追いつかれる。
ここで踏ん張りたい日本だったが、体力消耗によって体制が乱れるとともに、オフェンス

が全く機能しなくなり、シュートまで持っていけない状態で相手ボールとなる。残り３１秒
にニュージーランドのペニーが打った３Ｐが成功して５７対６０の劣性となる。その後の攻
めで日本は３Ｐシュートを仕掛けるが、これがはずれて万事休すｂそのまま相手に逃げ切ら
れて５７対６０の３点差で苦渋を飲まされた。

日本対スペイン

日本はこの試合に負ければ１勝５敗で決勝ラウンドへの道はなくなるが、ヨーロッパで常
に上位を争うスペインには全く歯が立たずに完敗。結果として予選ラウンド５位となり広島
で姿を消すこととなった。

第１ピリオド、日本はこれまでとスタートメンバーを変え、山田、折茂､竹内(公)､網野、
節政でスタート。いいゲームメークで入り、開始４分までは一進一退だった。しかしスペイ
ンは、ここからパウ・ガソルやナパーロらによる怒涛のオフェンスで、１４対２７とリード
して終わる。日本はこれらのオフェンスに対してディフェンスが機能せず、いいようにスペ
インに得点されてしまった。

第２ピリオドに入るとスペインは次々 とメンバーを変え、元気なことこの上なく容赦ない
攻めが続く。早いパス回し、３Ｐ、ジャンプシュートなどで得点するが、日本は抗しきれず
前半終了時には２７対４７の２０点差をつけられる。

第３ピリオドに入るとスペインは再びスタートメンバーがフル回転、パウ・ガソル、ナパ
ーロ、ガルバホサらが連続ゴールを決める。日本はシュートチャンスはあるものの、相手デ
ィフェンスに阻まれて、まともにシュートを打つことが出来ず、シュート不成功のリバウン
ドは殆どスペインへ。この間６分間、日本のノーゴールに対してスペインは怒涛の攻め、結
局このピリオドでは日本はスペインのゾーンを攻められず得点は９点だけで終わり、３６対
７８のスペイン大量リードで終わる。

第４ピリオドになってもスペインの勢いは止まらず、日本は完全に翻弄された。高さのあ
るスペインのゾーンを崩すことができず、結局５５対１０４で完敗した。
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ツトボールがチーム競技だというこ

とを徹底してプレーしている｡大会前

はアメリカやアルゼンチンの前評判

が高かったが、ヨーロッパ勢の組織プ

レーに阻まれた形となった。

早い展開の組織プレーカミものを言

うバスケットとなれば、日本だって希

望が持てないわけではない｡得意とす

る迅速なプレーと３Ｐを含めたシュ

ート確率を上げれば、体力的に劣る日

本人でも世界に対等できるバスケッ

トが可能なのではないだろうか。
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最終的に２００６ＦＩＢＡ世界選手権はスペインの優勝で幕を閉じたが、特筆すべきはヨ

ーロッパ勢の活躍だろう。決勝ラウンド進出の１６チーム中９チームがヨーロッパの国々で

あったし、アジアでは中国だけしか決勝ラウンドに進出できなかった。

今回好成績だったヨーロッパ勢は

＝…一．‘，…！近侭,…＝！_ｉ一一一…回惹,丙一派手なプレーをすることなく、バスケ

＜日本代表のポイント＞

この大会出場２４チームのデータを後述するが、１試合平均の得点を見る限り日本は最下

位のカタールについで下から２番目の６４．４で、平均の７７．１５にはるかに及ばない。
相手のディフェンスによっても異なると思うが、シュート確率を上げることもこれから大

きな課題のひとつになるだろう。予選ラウンドにおけるシュート確率は、３Ｐが３１．６％
２Ｐが４５．６％となっており、決勝ラウンドに進んだチームと比べると雲泥の差。

一方リバウンドでは、平均獲得本数２４．６で最下位だった。シュートブロックについて

も下から２番目の成績で、身体能力の差があるとはいえ大型選手の奮起が望まれる。
自国開催の世界選手権大会は、これから日本のバスケット界が努力しなくてはならない多

くの課題を与えてくれた。

オリンピック出場への条件が以前と変わった現在、日本はなんとしてもアジアでトップの
地位を築く必要があるだろう。

［オリンピック出場条件］

出場できるチーム数は全部で１２，各大陸に与えられた代表チーム数（アジアは１）と開
催国、世界選手権優勝国チーム、残りの枠は改めて世界予選を行って決定する。

巨大な大会看板の前で写真を撮る子供たち

７
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決勝ラウンドトーナメント表

刃
翻

卯
函

7４

8７

Ａ4位句叱ア･モンラヰグロ
開
雨

L妻Ｆ二
6８

優勝

スペイン
7０

7８

弱
団

乃
閉

ツ

８

Ｄ1位アメリカ

Ｃ４位オーストラリア

113

開
砺

票三三三
工豆Ｊ~蕊忘悪

5位－８位決定戦

LLー司脳

ドツ

リアーァ

ラン

大令景 終順付(上付８付i乞）

１付 スペイン

２付 ギリシャ
３位 ア メ リ カ
４付 アルゼンチン

５位 フ フ ンス

６位 トル．

７付 リトアニア
８付 ドイツ



［本大会ペスト５］

最終日の表彰式で発表されたこの大会のベスト５は次の

からメディアの投票により決定され、ＭＶＰは選ばれたく

た選手となる。

試合平均の数字です※スタッツデータは１

出場チームランキングとデータ

(スペイン

(ギリシャ

(アルゼンチン

(ＵＳＡ

(スペイン

５
５

４
４
５
１
１

０
０
０
０
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

パウ・ガソル

テォドロス・パパルーヵス

エマニュエル・ジノビリ

カーメロ・アンソニー

ホルヘ・ガルバホサ

９

順位 チーム 勝／負
チームスタッツ

得点 リバウンド アシスト ブロック スティール

1位 スペイン 9／0 88.6 35.1 14,3 2.9 9,8

2位 ギリシャ 8／１ 80.0 2７ 12,2 2.4 １０，１

3位 アメリカ 8／１ 103.6 36.3 18,8 4.9 10,8

4位 アルゼンチン 7／２ 86.8 37.8 １８，１ 2.1 7,1

5位 フランス 6／３ 68.4 38.3 10,8 3.7 7,2

6位 ﾄルコ 6／３ 74.3 29.7 11,9 3.4 7,3

7位 リトアニア 5／４ 79.1 36.8 15,3 2.6 ９

8位 ドイツ 5／４ 77.7 34.1 １２．７ ２ ５

9位 アンゴラ 3／３ 85.5 35.5 １４，３ 2.5 8,3

9位 オーストラリア 2／４ 73.8 30.7 15,2 1.5 8,7

9位 イタリア 4／２ 75.7 31.8 14,7 ２ Z５

9位 ナイジェリア 2／４ 74.7 34.8 １０ 2.3 ９

9位 ニュージーランド 2／４ 67.8 28.5 14,3 １ 8,5

9位 中国 2／４ 81.3 ３１．７ 13,3 4.3 ３

9位 セルビア・モンテネグロ 2／４ 80.7 3３ 12,8 ５ 7,3

9位 スロベニァ 2／４ 86.3 35.5 １４，８ 2.7 7,3

17位 ブラジル 1／４ 79.8 28.8 １４ ２ 10,2

17位 日本 1／４ 64.4 24.6 10,4 1.4 ７

１７位 レバノン 2／３ 71.4 ３１．６ 9,2 2.6 6,6

17位 プエルトリコ 2／３ 86.4 30.2 12,2 ２ 6,4

21位 パナマ 0／５ 65.2 33.8 8,4 ２ 6,6

21位 カタール 0／５ 62.0 29.8 1３ 1.6 7,8

21位 セネガル 0／５ ７１．０ 3４ 12,2 2.6 7,8

21位 ベネズエラ 1／４ 67.2 3７ 1１ ３ 6,6



男子日本代表へツドコーチに鈴木氏

[広報部］

世界選手権でI惜しくも決勝ラウンド出場を逃がした日本代表、このたび次期ヘッドコーチ

にアイシンの鈴木貴美一氏が就任し、９月１３日記者会見が開かれ抱負が述べられた。

同時に本年１１月から１２月にかけてカタールのドーハで開催される、第１５回アジア競

技大会に臨む男子日本代表チームも発表された。

鈴木氏は、このアジア競技大会に続いて、平成１９年に徳島で開催される北京オリンピッ

ク予選となるアジア選手権大会に向けても日本代表チームの指揮をとる予定。

鈴木貴美一氏

昭和３４年(1959)生まれ４６歳、東京都出身、能代工業高校から法政大

学卒、日本鉱業(現ＪＯＭＯ)に入社しフォワードとして活躍、日本代表選

手として国際ゲームにも多数出場、昭和６３年(1988)引退後、秋田経済

法科大学コーチを経て平成７年(1995)からＪＢＬアイシンのヘッドコー

チ､アイシンは鈴木氏就任後、スーパーリーグ優勝２回､全日本総合(天
皇杯）４年連続優勝。

鈴木貴美一氏ヘッドコーチ就任の抱負

このたび日本代表チームのヘッドコーチ就任要請を受け、責任の重大さを感じると共に身
の引き締まる思いです。

先日、世界選手権大会が日本で開催されましたが、私たちバスケットボールに携わる者と
しては非常にいい勉強ができたことと同時に、選手諾君にとっても良い経験になったと思い

ます。今回の世界選手権では前評判の高かったアメリカが、準決勝でギリシャに敗れて優勝
を逃しました。選手個々 の能力はアメリカが抜きん出ているのに、チームプレイに徹したヨ
ーロッパのチームに勝てなかったということは、バスケットボールがチームプレイ如何によ

って大きく変わるという証拠だと思っています。

国際的にみて日本人は体格的に劣るという厳しい状況にありますが、バスケットボールを

志望する若い世代の灯火を消さないためにも、全力でこの仕事に打ち込む覚'悟です。鞭難辛
苦はあると思いますが、まずアジアで優勝することを目標として頑張ります。
現在アジア各国では日本のマッカーサー選手のような帰化選手が増えているのと同時に、

運動能力の高い選手も多くなっていますので、一生懸命やれば何とかなるというわけにはい
かない状況にありますも

このような中で勝つためには、戦力分析やスカウティングも重要ですし、いろいろな面で

の工夫も必要です。リバウンドやルーズボールといった相手と競う場面では精神力も必要で
すが、オフェンスではある程度考えなければいいプレイは生まれません。確率の高いシュー
トを打てるシュートセレクションの工夫とか、日本人特有の綿密さを生かしたプレイなどが

要求されます。オフェンスにおける無理なプレイから出るミスをできるだけ無くすることも
重要な要素です。

日本人の体格とパワーからいって、ただがむしやらに頑張るだけではなく、選手が最高の
パフォーマンスでプレイできるように仕向けることが、私の任務と思っています。

１０



アジア競技大会

第１５回アジア競技大会は､１１月３０日から１２月１５日までカタールで開催されるが、

この大会へ向けての強化合宿はスーパーリーグの日程もあって、下記２回の短期間のみとな

っている。

第１次強化合宿９月１８日～１９日

第２次強化合宿１１月２１日～２６日予定

日本代表チームメンバー表

◆スタッフ（一部）

氏名

スーパーバイザー 杉 浦 良 昭

ヘッドコーチ 鈴木貴美一

アシスタントコーチ 田中輝明

マネージャー 宮崎祐二

●選 手

氏名 Ｐ

ポシ、ション

マッカーサー・エリック Ｃ

折茂武彦 ＳＧ

佐古賢一 ＰＧ

大野篤史 Ｆ

渡豊拓馬 ＳＧ

青野文彦 Ｃ

伊藤俊亮 Ｃ

網野友雄 ＳＧ／Ｆ

柏木真 介 ＰＧ

桜井良 太 ＳＧ

竹内公輔 ＰＦ

竹内譲次 Ｆ／ＰＦ

平均Average

所属

日本バスケットボール協会男子強化部長

アイシン

東芝

アイシン

身長

ｃ 、

１９７

１９０

１７９

１９７

１８８

２１０

２０２

１９６

１８３

１９４

２０５

２０５

195.5

体重

ｋ９

１０５

７７

８０

９０

８３

１１８

９８

８８

７８

７５

９０

９３

89.6

年齢 所属

３８ アイシン

３６ トヨタ自動車

３６ アイシン

２９ 三菱電機

２７ トヨタ自動車

２７ 松下電器

２７ 東芝

２５ アイシン

２４ アイシン

２３ トヨタ自動車

２１ 慶膳義塾大学

２１ 東海大学

27.8

ポジション：ＰＧ－ポイントガード、ＳＧ－シューティングガード、Ｆ－フォワード、

ＰＦ－パワーフォワード、

年齢と所属は２００６年９月現在

Ｃ一センター

鈴木ヘッドコーチのコメント

アジア競技大会へ向けて時間がないことから

よりベターな推薦をし、特にポイントガードに

ついては、自分の身近にいる選手を推薦させて

いただいた。また、ベテラン選手と若手とが同

じ練習メニュー、同じゲーム出場時間としたら

ベテラン選手は無理なので、それなりに考えた

起用を行っていく方針ｂ

1１
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記者会見する左から杉浦、石川、鈴木の各氏
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特集

－客室乗務員がんばる－

日本航空ＪＡＬＲＡＢＢＩＴＳ

担当：広報部会

昭和５２年(1977)茨城県出身２８歳、日立女子高（現明秀日立高校）か
ら日本体育大学卒、１８２ｃｍ、７２ｋｇ、センターポジション。
2002年世界選手権､2004年アテネオリンピックに日本代表として出場ｂ
カレーが好きで旅行が趣味。

はじめに

４月発行の「バスケットボールプラザ」２９号でも報告の通り、第７回Ｗリーグファイ

ナルは文字通り死闘の連続だったが、わずかに経験に優るシャンソンが第５戦を制して優
勝した。準優勝の日本航空は今シーズンこそと、練習とチーム作りに厳しい日程をこなし
ている。

一昔前までスチュワーデスと云えば女性たちの憧れる職業、現在は男性も同様に乗務す
るので客室乗務員かキャビンアテンダントと呼ぶのだそうだが、希望すれば誰でも就職で
きる職業ではなく、長期に及ぶ厳しい訓練の上、資格試験に合格しなければ就くことがで
きない特殊業務である。

現在、日本航空チームにはマネージャーを含めて６名の客室乗務員が在籍するが、ゲー
ムは勿論のこと、トレーニングや練習でもチームの先頭に立ってがんばっている。
そんな彼女たちの日常を知るべく、羽田空港内にある体育館を訪ね、練習の合間に苦労

話を聞いてみた。

’決くインタビューに応じていただいた方は、主将の柳本聡子選手、センター矢代直美選
手、谷美和マネージャーの３人で、いずれも客室乗務員の資格と航空保安要員の役割をに
なっているが、彼女たちが入社した頃は選手全員が客室乗務員養成訓練の対象者になって
いたという。

柳本聡子選手 昭和５３年(1978)大阪府出身２８歳、樟蔭東高校から樟蔭東女子短期大
学卒、１７０ｃｍ、６４ｋｇ，フォワードポジション。
風呂が好きで趣味もいろいろな入浴剤を買い集めることとか。
今年度からチームキャプテン。

矢代直美選手

｛

一
．

〈

谷美和マネージャー

1２

§

昭和５０年(1975)三重県出身３１歳、津高校から日本体育大学卒、
学生時代は学連の委員長を務めていた。
日本航空入社後すぐにマネージャー。
なかなかの美人。

袋、



ＷＪＢＬで優勝を逃した昨シーズンは

最後までがんばったが今一歩及ばず２位に甘んじた結果について次のように感想を話し

てくれた。

「リードしているとき守りに入ったのではないかと言われますが、あくまでチャレンジ精

神で臨みましたので、そういう意識はありませんでした。敗けた要因はきわめて小さく、

ちょっとしたミスの積み重ねがいけなかったのだと思います。得失点から見てもその差は

わずかで、ゲーム中、細かいところのミスを修正できなかったことが勝てなかった要因で

はないでしょうか」という彼女たち。

今シーズンは

ポイントガードだった薮内夏美選手をはじめレギュラークラスが３名引退したので、シ

ーズン当初はチームとして何からやったらいいのかわからない状態だったようだが、チー

ム全員がそういう状況を認識して前向きに取り組み、昨年以上のチームを作るべく意識し

努力してきた結果、最近ではチームとしても、林(イム)ヘッドコーチのもとメンバーが入

れ替わったという感覚はなくなっているという。

薮内夏美選手が抜けたＰＧには、１対１の能力に定評がある伊佐樹里選手を起用、経験
という点では、まだ薮内選手にとどかないが、技術的には個性的なオフェンス能力も持っ

ているようで、いい面がでれば薮内選手とはひと味違ったポイントガードが期待できる。

チーム全員が林ヘッドコーチと一体になって着々 と新しいチーム作りが進んでいるようだ。

日常の練習は、雨が降っていなければ朝５時３０分に起床して、河原でのランニングに
始まり、午前、午後の練習を行なう。特に合宿のときは、多いときなど１日の練習回数が

４回に及び、延べ１０時間以上の練習もこなす。シーズンインまで厳しい練習が続くが、
目指すのは「優勝」の二文字のみ。

聞けば林ヘッドコーチが就任してから、チームとしての考え方やバスケットに対する取
り組み方、選手としてのあり方や練習時間など、いろいろな面で意識改革が進められた。
それまで選手個々 の技術だけで戦ってきた弱いチームが、ｗリーグにおいて上位を争える

しっかりとしたチームに変わったという。

現在、新人２名と移籍選手１名を加えて選手は１３名とやや少ないが、Ｗリーグでは保
有する選手の数を１チーム１５名以内と決めているので、他のチームと比べて極端に少な
いわけではない。

林ヘッドコーチについて

ゲーム中「大きな声で怒っているように

見受けられる」がと水を向けると、練習中

から基本的なことや細かいプレーについて

も丁寧に徹底して教えていただいているの

で、全く気にならない。むしろゲーム中に

興奮状態の選手が、１分という短いタイム

アウトの時間内で、約束事であるプレーの

理解を求められ、ハツとすることが多いと

いう。選手にとって、ヘッドコーチとのコ

ミュニケーションは日常から良くできてい

～~一一
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練習も熱心に教える林コーチ



羽田に帰って乗務を終えた後、体育館へ出向いて練習をやってから寮へ帰るときもある。

それに客室乗務員として乗務するには、普段からマニュアルにしたがって勉強しておか

なければならない。たとえば季節によってお客様へのサービス内容も変わるし、乗務する

航空機の機種によって非常口の位置やドアーの扱い方も異なるからだｂ

もっとも大切なことは、乗っていただくお客様の生命を預かるという使命感で、万が一

のときどういう行動をとり、その飛行機の脱出装置なども含めてすべて頭に入れておかな

ければならない。

また、空港内での歩き方ひとつをとっても、常に周りから見られているという意識をも

ち、日本航空の看板を背負っているという緊張感を持続しなければならない。よく「乗務

のときはバスケットボールをやっているときとは別人の顔だね」と言われるそうだ６

飛行中はお客様へのサービスが主な仕事になるが、悪天候の場合などは機体が揺れるこ

ともあり、そんな時バスケットボールで鍛えた足腰が思わず役に立つこともある。

また乗務の際に、お客様が「テレビで見ました」と顔を覚えてくれていて「バスケット

ボールの選手ですね、がんばってください」と声をかけ応援してくれることはとても励み

になるそうである。

客室乗務員として

厳しい練習に明け暮れる中でも、シーズンオフには客室乗務員として航空機に乗務しな

ければならない。リーグ戦シーズン中は乗務から外れるよう配慮されているが、それでも

６ヶ月間乗務しないと客室乗務員としての資格が失われてしまう。それゆえシーズンに入

る直前とシーズンの合間、シーズン終了直後は必ず乗務する。

乗務は国内線だが日本全国のどの路線

を担当するかはその都度変わるという｡バ

スケットボール部の客室乗務員は６人な

ので､大体２人１組でクルーを組んでどこ

かの路線を往復フライトするが､たとえば

沖縄線の往復だと､まる１日かかってしま

うという。

乗務する場合は､航空機の出発時間の約

２時間前に出社集合､ミーティングを終え

てから乗務につくので､朝早い便のときは

大変だがその分早めに乗務が終わるので、

1４
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客室乗務員への道のり

女性職業の憧れとなっている客室乗務員も、希望すれば簡単に手が届くわけではない。

３ヶ月以上にわたる訓練を終えたあと、資格試験に合格しなければ乗務できないが、この

訓練が大変なのである。毎日午前９時から午後５時まで訓練センターで多彩な訓練メニュ

て、コーチが言いたいことを、選手がいかに正確に理解するかが大切で、信頼関係はバッ

チリだという。ゲーム中の大きな声は「ヘッドコーチと選手とのコミュニケーションを図

る一手段なんですよ」と彼女たちは笑っていた。

そういえば取材で訪れたときも、コート上でオフェンスのポジション取りについて、何

回も繰り返し丁寧に教えていた姿が印象的だった。
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ｌ
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－をこなす。お客様の安全にかかわる事柄はもとより、語学、歩き方や姿勢、座り方、お

辞儀の角度にいたるまでびっしり。

そのなかでも非常救難訓練はバスケットボール選手の特性を生かせることが多いとい

う。脱出訓練時に地上から高いところに位置する非常口からラフト（滑り台のような非常

時脱出装置）で飛び降りたり、すばやく行動したりということは簡単だそうだが、救命器

具が飛行機のどこにどのように設置され、非常時にどう取り扱うかをすべて覚えるのはか

なり難しいという。スポーツ選手ゆえか、どちらかといえば実地訓練で器具を操作してい

る方が楽しいらしい。

そのような訓練をこなした彼女たちは、客室乗務員の資格と共に保安要員としての役割

も担っているわけだが､選手である以上訓練中であっても練習をさぼるわけにはいかない。

朝は５時３０分に起きてみんなと一緒にランニングを行ってから､訓練センターへ向かい、

夕方終了後は体育館へ行って夜９時ごろまで練習に参加してから寮へ帰り再び勉強が始ま

る。帰ってからその日の復習と次の日の予習をしないと、他の同期訓練生集団から落ちこ

ぼれてしまうからだ。

とりわけ矢代選手は全日本代表にも選ばれて強化合宿をやっていた時期だったので、訓

練と全日本の練習とチームと、三つのポジションをこなしたという。

訓練中はそんな日常だから寝不足と疲労が蓄積するのは当然で、自転車に乗っていて居

眠りをしてしまい、何かにぶつかって目が覚めたという出来事もあったとか。

これからの道

バスケットボールと客室乗務を両立させている彼女たちに「つらいと思うことはなんで

すか？」と尋ねた。「厳しい練習」という答えが返ってくるかと予想していたが､答えは｢勉

強すること」だった。

たとえ少ない機会であっても客室乗務員として勤務する以上は、十分に勉強しておかな

いと務まらないという。学生時代のテスト準備ではないが一夜漬けはだめだそうで、今で

も乗務予定日のはるか前から乗務マニュアルの勉強が必要だｂ

そんな彼女たちに「女性として憧れる職業につき、バスケットボールでもＷリーグとい

う国内最高峰の位置にいることに誇りを持ってもいいのでは｣と声をかけると、「現在の生

活環境でバスケットボールと業務をこなしているので、こういう日常が当たり前でむしろ

恵まれた環境にいると思っています｡」ということと「今のチームにおいて、中途半端な気

持ちでバスケットボールに取り組んだらダメで、厳しさを真剣になって乗り越えることが

大事なことです｡」ときっぱりした答が返ってきた。

一方でバスケットボールに対する情熱は熱く、もっともっと発展してマスコミにも多く

取り上げてもらえるようになることを期待していると目を輝かして語っていた。

私たちも日本におけるバスケットボールのメジャー化を図り、男女とも代表チームが常

にオリンピックに出場できるよう、後押しをしたいものである

昨シーズンをもって引退した薮内選手たちは、すでに他の客室乗務員と同様のスケジュ

ールで日本全国を飛び廻っているという。

どこかの路線で、もしバスケットボール選手だった客室乗務員に出会ったら、是非とも

「ご苦労様でした」の一言をかけてあげていただきたいと思う。

日本航空チームの選手が、厳しい試練を乗り越えて、今シーズンも素晴らしい成績を残

してくれることを願う。
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